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東京都障害者計画・第３期東京都障害福祉計画
第３章第３節「計画事業の展開」より（視覚障害者・盲ろう者関係事業抜粋）
9　盲ろう者通訳・介助者の派遣及び養成（東京都地域生活支援事業）

事業内容：盲ろう者のコミュニケーション手段及び移動の自由を確保し、その社会参加を促進するため、都内在住の盲ろう者に対して通訳・介助者の派遣を行うとともに、通訳・介助者の養成研修を行う講習会等に対し補助を行う。

実施主体：東京都

平成22年度末状況等：

・通訳・介助者派遣事業

　派遣件数　7,571件

　派遣時間　30,940時間

・通訳・介助者養成研修事業

　受講者数　41人

　修了者数　39人

事業目標：継続して実施する。

所管局：福祉保健局
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 10　盲ろう者支援センター事業（東京都地域生活支援事業）

事業内容：盲ろう者からの相談に応じるとともに、コミュニケーション訓練などを実施し、地域生活支援の充実と社会参加の促進を図る「盲ろう者支援センター」を運営する事業に対し、補助を行う。
（センターにおける事業内容）

①訓練事業

②専門人材養成事業

③総合相談支援事業

④盲ろう者社会参加促進事業

実施主体：東京都

平成22年度末状況等：

①訓練事業

　実施回数　189回

　対象者数　33人

②専門人材養成事業
　養成講習会　4科目　13回

　修了者　計58人

③総合相談支援事業

　相談件数　585件

④社会参加促進事業

　交流会　計30回　

　参加者　計1,117人

　学習会　計69回　

　参加者　計858人

事業目標：事業の推進を図る。

所管局：福祉保健局
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 11　視覚障害者ガイドセンターの運営（東京都地域生活支援事業）

事業内容：重度の視覚障害者が、道府県及び政令指定都市間にまたがって必要不可欠な外出をする場合に、目的地において必要なガイドヘルパーを確保できるよう連絡調整するためのガイドセンターを設置し、視覚障害者の福祉の増進を図る。

実施主体：東京都

平成22年度末状況等：

　都外から　165回

　都外へ　2回

事業目標：継続して実施する。

所管局：福祉保健局
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 12　点訳・朗読奉仕員指導者とう養成事業（東京都地域生活支援事業）

事業内容：点訳・朗読に関する知識と経験を有する者に対し、指導方法、専門点訳技術等を指導することにより、指導者養成及び専門点訳奉仕員等を育成し、視覚障害者福祉の増進を図る。
（内容）

　点訳奉仕員指導者養成

　朗読奉仕員指導者養成

　専門点訳奉仕員養成（英語、理数、楽譜、触図、コンピュータ）

　修了者研修会

実施主体：東京都

平成22年度末状況等：
　修了者　42名

事業目標：継続して実施する。

所管局：福祉保健局
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 14　身体障害者補助けん給付事業（東京都地域生活支援事業）

事業内容：身体障害者に対して身体障害者補助けん（盲導犬・介助けん・聴導犬）を給付し、その行動範囲を拡大することにより、身体障害者の社会参加と自立の促進を図る。
（対象者）

①都内に居住する（おおむね１年以上）満18歳以上の在宅の身体障害者

　盲導犬　視覚障害１級

　介助けん　肢体不自由１・２級

　聴導犬　聴覚障害２級

②所定の訓練を受け、補助けんを適切に管理できること

③社会活動への参加に効果があると認められること

　ほか

実施主体：東京都
平成22年度末状況等：
　盲導犬：8頭

　介助けん：1頭

　聴導犬：1頭

事業目標：継続して実施する。

所管局：福祉保健局
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 128　都立図書館サービス事業の充実

事業内容：都立図書館における対面朗読サービス、視覚障害者用資料の作成・提供サービス等の向上を図り、視覚障害者の利便に供する。
（所蔵資料） 

　録音テープ　　6,435点

　デイジー図書　　803点

　点訳資料　　　　951点

　点字雑誌　　　　 18種

　雑誌録音テープ　 26種

　雑誌デイジー　　　7種

実施主体：東京都教育委員会
平成22年度末状況等：
（都立中央・多摩図書館の実績）
・利用状況

　登録利用者　382名

　対面朗読利用人数　544名

・研修

　朗読者講習会　3回

　障害者サービス研修会　1回
事業目標：各種サービスの充実を図る。サービス向上のための職員研修を実施する。
所管局：教育庁
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 169　視覚障害者誘導用ブロック等の設置

事業内容：視覚障害者が安全かつ円滑に歩行できるようにするため、視覚障害者を誘導し、かつ段差や障害物を認識・回避できるよう、視覚障害者を誘導するためのブロックを設置する。

実施主体：東京都
平成22年度末状況等：
　9,101箇所
事業目標：視覚障害者の歩行が多い道路や公共交通機関と視覚障害者の利用が多い施設等を結ぶ道路について、安全かつ円滑に歩行できるよう視覚障害者誘導用ブロックの整備を推進する。
所管局：建設局
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 171　視覚障害者用信号機・エスコートゾーンの設置・改善

事業内容：視覚障害者等が、横断歩道を安全に渡るため、擬音（鳥の鳴き声）によって青信号であることを知らしめる視覚障害者用信号機の整備及び押しボタンを押すのが困難な障害者が、携行小型発信器により電波を発し、青色表示時間を延長し安全な横断ができる高齢者とう感応式信号機の整備を推進するとともに、エスコートゾーンを整備する。

実施主体：警視庁
平成22年度末状況等：
　整備箇所数　119箇所

（内訳）

・視覚障害者用信号機　96箇所

・高齢者とう感応式信号機　23箇所

事業目標：継続して実施する。
所管局：警視庁
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 176　都営交通機関（地下鉄）の施設・設備の整備

事業内容：

①ホームから道路又は公共用通路まで、エレベーター等を利用して移動可能な経路を、各駅で１つ以上確保する。(１ルートの確保)

②大江戸線へのホームドアの整備

③駅を安心して利用できるよう、音声案内装置、音声案内付触知図を整備する。

実施主体：東京都
平成22年度末状況等：
①106駅中96駅整備済み

②大江戸線ホームドア設置工事、車両改修

事業目標：すべての人が円滑に鉄道駅施設を利用できるように、都営地下鉄駅のバリアフリー化を推進し、安心して外出できる環境の整備を目的とする。

①平成24年度までに、すべての駅でエレベーター等による１ルートを確保する。

②平成25年度までに、大江戸線の全38駅にホームドアを整備する。

③順次整備する。

所管局：交通局
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 179　障害者向け都政情報の提供

事業内容：視覚障害者のために、点字版・テープ版広報紙を作成し、配布する。
実施主体：東京都
平成22年度末状況等：
（広報東京都（点字版・テープ版）の作成）

・点字版　年13回　１回1,360部

・テープ版　年13回　１回1,820組

（都庁総合ホームページ）

　一部に音声読み上げ機能を導入

事業目標：継続して実施する。
所管局：生活文化局
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 180　福祉保健局ホームページにおける情報提供

事業内容：障害者や高齢者などが利用しやすいよう、音声読み上げ、画面拡大等の機能を付加した、アクセシビリティに配慮したホームページを通じて、情報提供を行っていく。
（主な機能）

・音声読み上げ

・画面拡大

・カラー変更

・振り仮名（平仮名・ローマ字）

実施主体：東京都
事業目標：継続して実施する。

所管局：福祉保健局
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 181　音声コードのマニュアル作成・普及

事業内容：視覚障害者への情報提供に有効な音声コードに関し、利用にあたって留意すべき事項などをまとめたマニュアルを作成・公開するとともに、その内容の普及を通じて、視覚障害者への情報提供の一層の充実を図る。

実施主体：東京都
平成22年度末状況等：
（21年度）

・「音声コード」活用についての研修（全庁対象）

　実施　　計3回

　参加者　計99人

（22年度）

・「音声コードの使い方」についての研修（局内対象）

　実施　　計2回

　参加者　計61人

事業目標：マニュアルを作成し、内容の普及を図る。
所管局：福祉保健局
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 182　「消費生活情報」の提供

事業内容：視覚障害者等、身体のハンディキャップにより消費生活情報を得にくい消費者に向けて、録音テープや字幕入りビデオ等により情報を提供する。

実施主体：東京都消費生活総合センター
平成22年度末状況等：
（「東京くらしねっと」CD版の作成）

・作成数

　1,350本×6回

（字幕入り消費者教育DVDの制作）

・年2種類を制作

（障害者向け出前講座の実施）

・実施回数　3回
事業目標：継続して実施する。

所管局：生活文化局
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 184　視覚障害者用図書の製作及び貸出

事業内容：視覚障害者に対し、視覚障害者用図書（点字図書、録音媒体）を製作し、貸出し又は交付することにより視覚障害者の文化の向上と福祉の増進を図る。

実施主体：東京都
平成22年度末状況等：
（貸出用図書）

　点字図書

　　製作　302冊

　　貸出　1,318冊

　声の図書

　　製作　305巻

　　貸出　11,064巻
（希望図書）

　点字図書

　　製作　  622冊

　声の図書

　　製作    302巻
事業目標：継続して実施する。

所管局：福祉保健局
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 185　点字による即時情報ネットワーク（東京都地域生活支援事業）

事業内容：視覚障害者に、新聞等によって毎日流れる新しい情報を点字又は音声で早く提供することにより、社会参加を促進し、生活、文化の向上を図る。
実施主体：東京都
平成22年度末状況等：
（点字）

　延配布者数　23,500人

（音声）

　アクセス数　652回
事業目標：継続して実施する。

所管局：福祉保健局
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 186　点字録音刊行物の作成及び配布（東京都地域生活支援事業）

事業内容：視覚障害者に対して、社会生活を営む上で必要とする情報及び知識を提供するため、点字本及び録音刊行物を作成配布し、社会参加を促進し、生活、文化の向上を図る。

実施主体：東京都
平成22年度末状況等：
（点字本）

　12種類　各723部

（録音テープ）

　12種類　各1,130本
事業目標：継続して実施する。

所管局：福祉保健局
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 188  東京都職員採用試験制度

事業内容：身体障害者がその適性と能力に応じて公務に就く機会を保障するため、採用試験実施面での配慮を行う。

　点字試験：１類福祉Ｃで実施

　　　　　　（昭和48年度から）

　　　　　　１・２類事務で実施

　　　　　　（平成4年度から）

　拡大文字試験：全職種で実施

　　　　　　　　（平成5年度から）

　ワープロ試験：事務で実施

　　　　　　　　（平成6年度から）

＊平成19年度から、２類事務の採用試験は廃止。また上記１類は１類Bとなった。

事業目標：引き続き、障害者に対して必要な配慮を行う。
所管局：人事委員会事務局、総務局
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 189　公職選挙実施に伴う障害者への配慮

事業内容：選挙の実施に際して、公職選挙法令に基づくもの以外に都独自の施策として、法令に抵触しない範囲で必要な配慮を行う。
《法令に基づく施策》

・点字による投票（公職選挙法47条）

・代理投票（同法48条）

・指定施設での不在者投票（同法施行令55条）

・政令で定める者の郵便等投票（同法施行令59条の2）

・上記郵便等投票の対象者で、代理記載による投票（同法施行令59条の3の2）

平成22年度末状況等：
①点字版「選挙のお知らせ」の作成及び愛盲時報号外（全文音声版）の購入・配布

②投票所入場整理券及び投票箱に点字シール貼付

③投票のための点字器の配置

④記載台の改善

⑤案内表示の拡大

など
事業目標：引き続き、障害者に対し、必要な配慮を行う。
所管局：選挙管理委員会事務局
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 201　ホームヘルパー養成研修事業

事業内容：

③同行援護従業者養成研修

　視覚障害により、移動に著しい困難を有する障害者等に対して、外出時に、当該障害者等に同行して、移動に必要な情報を提供するとともに、移動の援護、排せつ及び食事等の介護その他の当該障害者が外出する際に必要な援助に関する一般的な知識及び技術を有する同行援護従業者の養成

事業目標：今後の需要に的確に対応できるよう、着実に養成を図る。
所管局：福祉保健局
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 203　ガイドヘルパー養成研修事業

事業内容：

①視覚障害者移動支援事業者養成研修

　視覚障害者（じ）の外出時の移動の介護に関する知識及び技術を有する移動介護従業者の養成

平成22年度末状況等：
　研修修了者　1,331人
事業目標：今後の需要に的確に対応できるよう、着実に養成を図る。
所管局：福祉保健局
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